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平成 28 年 2 月 

【平成 28 年 1 月期 小規模企業景気動向調査報告書】 

                                     静岡県商工会連合会  

 

静岡県商工会連合会では、県下商工会地区内小規模企業の景気を把握するため、商工会の経営

指導員に協力依頼し、小規模企業景気動向調査を毎月実施しています。 

このたび平成 28 年 1 月期の調査結果がまとまりましたので報告します。 

記 

１ 調 査 概 要 

（１）調 査 時 点 平成 28 年 1 月 31 日 

（２）調 査 対 象 県下 38 商工会（うち 38 商工会より回答）【回収率 100％】 

（３）調査対象業種 製造業（食料品・繊維工業・機械金属）、建設業、小売業（衣料品・ 

         食料品・耐久消費財）、サービス業（旅館・洗濯・理美容）の 10 業種 

（４）調 査 方 法 商工会の経営指導員に対するアンケート方式 

（５）集 計 方 法 質問項目(業況､売上､仕入単価､採算､資金繰り)の｢好転･増加･上昇｣ 

        とする数値からそれぞれ「悪化・減少・低下」とする数値を引いた値 

 

２ 概 要 （トピックス） 

【1 月期の産業全体の業況 DI は悪化したが繊維工業のみ好転】 

 産業全体の業況 DI（景気動向指数・前年同月比）は-31.3（前月-15.4、前年同月-27.4）

で、前月と比べ 15.9pt 悪化した。10 業種中 9 業種で悪化を示した。建設業では、リフォー

ムはあるが新築の着工が無い事、小売業では、大型店等への消費流出、サービス業では、年

末年始の売上の減少、来店頻度が減少であった事が悪化の一因と考えられている。 

【製造業】  

 業況は-15.4（前月-13.2、前年同月-8.8）と前月と比べ 2.2pt悪化した。食料品製造業では、厳しい

寒さにより生鮮野菜類を中心に価格が高騰、製造原価への跳ね返りを苦慮しているとの声が聞かれ

た。繊維工業では、自動車のシート縫製についてモデルチェンジによる受注が活発であるとの声が聞

かれた。 

【建設業】 

 業況は-39.0（前月-5.3、前年同月-26.2）と前月と比べ 33.7pt 悪化した。公共工事に関しては地域

によりバラつきがあるが、材料費の高騰の影響は大きいとの声があった。また、職人の高齢化と人員確

保に苦慮しているとの声があった。 

【小売業】 

 業況は-37.4（前月-26.3、前年同月-43.8）と前月と比べ 11.1pt悪化した。食料品については、仕入

れ値が上昇してきており、なかなか売上転嫁までには結びついていないとの声があった。衣料品につ

いては、昨年好調だった店もかなりかげりが見えてきた、大型店による影響があるとの声があった。 

【サービス業】 

 業況は-33.3（前月-16.6、前年同月-30.6）と前月と比べ 16.7pt 悪化した。旅館業では、低迷または

横ばいで業者の利用が殆どであるとの声や、来客数冷え込み気味ではあるが外国人来訪客は増加

気味であるとの声があった。理美容業では、成人式の客数が前年に比べ減少との声があった。 

３ 本調査に関するお問合せ 静岡県商工会連合会経営管理課℡054-255-8080〔担当：池谷、吉本〕 
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＜平成 28 年 1 月期 業種別業況 DI 推移表＞  

     

＜経営指導員コメント抜粋＞ 

【製造業】（食料品製造業・繊維工業・機械金属製造業） 

・前月比で大きな変化は無い様であるが、今後の世界経済の動向により生産量に大きな変化が無い

かを心配する声も聞かれた。（中部） 

・地元下請け業者に、若干の好転が見受けられる。（中東遠） 

・コストダウン要請で利益は減少。（西遠） 

・繊維関係の会員事業所で、売上が増加傾向、持続化補助金の効果によるものと思われる。（西遠） 

 

【建設業】 

・単価が安い仕事が多く、売上が伸びない。（伊豆） 

・公共工事の受注は昨年より増えてきていない。業界全体は厳しい。（富士駿東） 

・公共工事が減少しているため、地域外に市場を求める事業所もみられる。（中東遠） 

・左官業においても人手不足の影響が出ている。(中東遠) 

 

【小売業】（衣料品小売業・食料品小売業・耐久消費財小売業） 

・歳末セールの反動で来店客数が減少した為、売上は１０％以上落ち込んでいる。(伊豆) 

・家電店では、地元高齢者に対する販売促進を強化し、効果を発揮している店がある。（富士駿東） 

・食料品関係では、県連のアンテナショップに出店し効果があったとの声があった。（中東遠） 

 

【サービス業】（旅館業・洗濯業・理美容業） 

・旅館は、正月休みが前年より少なかった事もあり、宿泊客の出控えが目立ち、入込が減少したと思わ

れる。（伊豆） 

・洗濯業は、洗えるスーツ等機能が良くなった一方、クリーニングに出す人がかなり減っている。（中部） 

・理美容については、高齢者が増えている為年々顧客が減っている。若い世代も少ない為、顧客の確

保が一層難しくなっている。(中部 ) 

 

H27.1 H27.2 H27.3 H27.4 H27.5 H27.6 H27.7 H27.8 H27.9 H27.10 H27.11 H27.12 H28.1

DI値（製造業） -8.8 -4.4 -11.4 -12.3 -9.7 -12.3 -10.5 -7.9 -6.2 -15.4 -10.6 -13.2 -15.4

DI値（建設業） -26.2 -21.0 -7.9 -15.7 -13.1 -23.7 -15.7 -13.2 2.6 -39.0 -13.2 -5.3 -39.0

DI値（小売業） -43.8 -41.2 -35.9 -41.2 -40.3 -42.1 -35.1 -30.7 -24.5 -37.4 -30.7 -26.3 -37.4

DI値（サービス業） -30.6 -24.6 -19.3 -36.9 -22.8 -22.8 -22.8 -9.7 -14.9 -33.3 -21.9 -16.6 -33.3

DI値（全業種平均） -27.4 -22.8 -18.6 -26.5 -21.5 -25.2 -21.0 -15.4 -10.7 -31.3 -19.1 -15.4 -31.3
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小規模企業景気動向調査（平成 28 年 1 月期） 

    

１ .食料品製造業     ６ .食料品小売業    

         
 今期 DI 前期 DI  対前期比    今期 DI 前期 DI  対前期比  

業況  -24.4  -18.4  悪化  業況  -39.0  -28.9  悪化 

売上  -22.0  10.5  減少  売上  -36.6  -5.2  減少 

仕入単価  14.7  42.1  低下  仕入単価  12.2  36.8  低下 

採算  -24.4  -7.9  悪化  採算  -36.5  -13.2  悪化 

資金繰り  -21.9  -2.6  悪化  資金繰り  -34.1  -15.8  悪化 

２ .繊維工業     ７ .耐久消費財小売業   

         
 今期 DI 前期 DI  対前期比    今期 DI 前期 DI  対前期比  

業況  -17.0  -21.1  好転  業況  -31.7  -21.1  悪化 

売上  -12.2  -13.2  増加  売上  -26.9  -15.8  減少 

仕入単価  0.0  0.0  不変  仕入単価  -4.9  18.4  低下 

採算  -17.1  -7.9  悪化  採算  -26.8  -13.2  悪化 

資金繰り  -14.6  -7.9  悪化  資金繰り  -26.8  -13.1  悪化 

３ .機械金属業     ８ .旅館業     

          今期 DI 前期 DI  対前期比    今期 DI 前期 DI  対前期比  

業況  -4.9  0.0  悪化  業況  -31.7  -7.9  悪化 

売上  -0.1  5.2  減少  売上  -22.0  10.6  減少 

仕入単価  4.9  23.7  低下  仕入単価  2.5  21.1  低下 

採算  -7.3  0.0  悪化  採算  -19.6  0.0  悪化 

資金繰り  -14.7  2.7  悪化  資金繰り  -21.9  -13.1  悪化 

４ .建設業      ９ .洗濯業     

         
 今期 DI 前期 DI  対前期比    今期 DI 前期 DI  対前期比  

業況  -39.0  -5.3  悪化  業況  -36.5  -28.9  悪化 

売上  -29.2  -2.6  減少  売上  -34.1  -10.5  減少 

仕入単価  7.4  18.4  低下  仕入単価  2.4  13.1  低下 

採算  -34.2  -13.1  悪化  採算  -26.9  -7.9  悪化 

資金繰り  -29.3  -15.8  悪化  資金繰り  -24.4  -7.9  悪化 

５ .衣料品小売業     １０ .理美容業    

          今期 DI 前期 DI  対前期比    今期 DI 前期 DI  対前期比  

業況  -41.5  -28.9  悪化  業況  -31.8  -13.1  悪化 

売上  -41.5  -31.5  減少  売上  -34.1  -5.3  減少 

仕入単価  -2.5  13.2  低下  仕入単価  2.4  7.9  低下 

採算  -34.2  -26.3  悪化  採算  -29.3  -7.9  悪化 

資金繰り  -34.1  -28.9  悪化  資金繰り  -22.0  -10.5  悪化 
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金融・雇用相談実績月次報告（平成 28 年 1 月期） 
内容別内訳 

(※１件の相談で複数の対応をした場合はそれぞれにカウント) 
今月 前月 前月比 

【相談企業数】 69 87 -18 

【金融相談件数】 84 102 -18 

 新規融資（借換えを除く） 43 57 -14 

 既存債務の借換え 27 34 -7 

 借入れ条件変更 1 1 0 

 消費者金融・商工ロ－ン関連 0 0 0 

 貸し渋り・貸し剥がし 0 0 0 

 その他 13 10 3 

【雇用相談件数】 128 116 12 

 

   

   

   

 

H27.1 H27.2 H27.3 H27.4 H27.5 H27.6 H27.7 H27.8 H27.9 H27.10 H27.11 H27.12 H28.1

相談企業 73 70 84 80 89 100 96 98 90 99 105 87 69
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H27.1 H27.2 H27.3 H27.4 H27.5 H27.6 H27.7 H27.8 H27.9 H27.10 H27.11 H27.12 H28.1

金融相談 81 73 94 105 110 111 102 111 94 117 131 102 84

50

100

150

200

250

金融相談件数  

H27.1 H27.2 H27.3 H27.4 H27.5 H27.6 H27.7 H27.8 H27.9 H27.10 H27.11 H27.12 H28.1

雇用相談 122 98 114 236 105 81 121 124 126 114 114 116 128
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【金融相談】 

 金融相談件数は、84 件と前月（102 件）に比べ 18 件減少した。相談内容については、新規融資

（借換えを除く）、既存債務の借換えが減少し、その他が増加した。  

＜経営指導員コメント＞ 

・設備投資関係で借入相談が５件あった。（富士駿東） 

・売上減少、利益減少、仕入金額上昇に対する運転資金が大変になっている。（中部） 

・運転資金に関する相談のみであった。（中部） 

・今月の相談は２件とも建設業関係からの相談であった。(中東遠) 

 

【雇用相談】 

 雇用相談件数は、128件と前月（116件）に比べ 12件増加した。労災保険加入についての相談、離

職に関する手続き、雇用保険の取得と喪失の相談があった。サービス業で人手不足が深刻化してい

る地域があった。  

＜経営指導員コメント＞ 

・今月の雇用の相談は離職に関する相談が３件、新規採用の相談は２件だった。（富士駿東） 

・地区の有効求人倍率が１倍を超過したが、雇用のミスマッチが大きい状況である。（中東遠） 

・法人成りに伴う社会保険適用手続きに関する相談が１件あった。(西遠 ) 

 

【その他商工会管内に関するコメント】 

・管内に森林資源が豊富である事から、木質バイオマスを主とする再生可能エネルギー有効活用、及

び地域活性化について、工業部会を中心に調査取組みを推進。（富士駿東） 

・大井川ゼミナールを開催。伴走型補助金を活用して、当会エリア外にもチラシを折り込み会員事業

所を知ってもらう機会となった。（中部） 

・経営発達支援事業として特産品経営者会議を開催。地域特産品について次年度以降の販売促進、

PR 方法についての協議を実施した。（中東遠） 

・平成２８年１月９日から始まった観光協会事業「牡蠣小屋」に関する PR をしている。閑散期における

誘客に効果があるため引き続き実施し、１月時点において、平成２７年度の実績を上回る来場となっ

ている。（西遠） 

 


